
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 年次と５年次のフレッシュな数学科ペア。１学期終わりからは全学年で少人数指導を行い、２人でア

イディアを出し合いながら、授業を創り上げてくれています。今回の授業でも、本時に生かせるような予

習プリントを工夫することで導入にし、「先生が作った長方形と同じものを作ってください。」と、クイズ

形式で課題を提示。αコースではヒントを多くし、βコースではノーヒントで、生徒の気づきを大切にし

ながら、まずは個人思考、そしてペアやグループで話し合わせる過程を繰り返し、行きつ戻りつしながら

ゴールに近づいていきました。模擬授業ではヒモを使いましたが、きちんと長方形にならないため、本時

ではカラー針金に変更するなど工夫しました。実物を操作することにより、思考が活性化していました。 

研究主題 「生き方につながる豊かな学力の保障～主体的・対話的で深い学びの推進（言語活動と教科間連携）～ 

四万十市立西土佐中学校 

2020 年 10 月 13 日 文責：福田 

めざす授業 『一緒に考えたくなる授業』（発問の工夫によるＰＤＣＡサイクルが機能する授業） 

第２回のはずだった第１回組織づくり講座 ３年数学『２次方程式』 

 

αコースです。４名の生徒が全員でゴールを目

指せるよう、得意の ICT を駆使し、あの手この

手で生徒の考えをつないでいます。宿題、やっ

てきてくれるとうれしいなあ・・・。 

βコースです。７名の

生徒全員が、自分事と

して課題に向き合い、

自分の言葉で考えを述

べ合える授業を目指し

ました。 



３段階に挑戦した事後協議 

 本校教員は若手５名（講師、初任者、3 年次２名、５年次）とベテラン６名の構成です。チーム会でも、

年齢や経験は関係なく、意見を出し合え、積極的に協議ができています。そこで、今回の事後協議では、

①チームに分かれて、授業の成果と課題をふせんに書き、自由に出し合う〈指導案拡大法〉、②授業を見

る視点をもとにふせんを整理する〈Ａチームはマトリックス、Ｂチームは KJ 法〉、③今後の授業改善に

生かすことをしぼる〈短冊〉と、３段階にしました。チーム長が発表したまとめは、Ａチームが『情報の

精選』、Ｂチームは『思考を促す手立て』でした。 

 他校から参観に来てくださった先生方からご意見をいただいた後、『わたしの授業改善』で自分の授業

改善に今日の学びを落とし込みました。久保学校経営アドバイザーさん、高知県教育委員会・四万十市教

育委員会の指導主事の先生方、他校からの参観者の皆さん、貴重なご意見やご指導・ご助言をありがとう

ございました。西土佐小の先生方、お忙しい中、ご協力をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《わたしの授業改善》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書いたり話したりを繰り

返して思考を止めない授

業をつくる 

単元のねらいを明確に 

全員が学べるための手立

て。本時のゴールを目指

した取り組み（手立て） 

主体性を持たせる課題と

発言する規律をもたせる 

付けたい力の明確化 

場面への出会わせ方 

視点をしぼる 

西土佐小の先生 

焦点化 

何をめざしている？？ 

能力ベイスの授業 

（何ができるようになるか） 

課題設定 

単元構想 ゴール 

生徒が理解して話し合い活

動ができるよう、ゴールに

向かう筋道を工夫する 

自由な思考をさせるため

に情報提示を精選して！ 

教室の整備 

情報の精選 

主体的・対話的で深い学び 

（課題設定・精選） 

思考のきっかけをつくる!! 

おどろき（思考） 

今
後
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
教
科
の
「
見
方

考
え
方
」
を
働
か
せ
た
言
語
活
動
を
し
な
が
ら
確

か
な
学
力
を
付
け
る
「
能
力
ベ
イ
ス
の
授
業
づ
く

り
」
を
、
チ
ー
ム
で
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 


